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(57)【要約】
　特に代理人に依頼人に代わって行為を実施する権限を
与えることを目的とする委任様式の少なくとも１つの文
書ＤＯＣを自動的に生成する方法であって、－　生成文
脈ｋを形成するような方途で第１のパラメータＰ１の値
と、第２のパラメータＰ２の値とを選択するステップＥ
１と、－　前記生成文脈ｋと関連付けられた仮想文書Ｄ
ＯＣｖまたはＰＤＦ形式の予め完成された文書を得るよ
うに、静的インデックスＩＮＤＥＸを参照するステップ
Ｅ２と、－　仮想文書ＤＯＣｖの場合には、得られた仮
想文書ＤＯＣｖによって指し示されるページ割付けＭＰ
および項目ＰＡをデータベース３に要求するステップＥ
３と、－　前記要求によって返される項目ＰＡおよび前
記要求によって返されるページ割付けＭＰを含む電子形
式の前記文書ＤＯＣを生成するステップＥ４とを含む方
法。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　特に代理人に本人に代わって行為を行う権限を与えることを目的とする代理委任状様式
の少なくとも１つの文書（ＤＯＣ）の自動生成のための方法であって、前記文書（ＤＯＣ
）が割付け（ＬＹ）に従って表示される複数の項目（ＰＡ）を含み、前記複数の項目（Ｐ
Ａ）および前記割付け（ＬＹ）が少なくとも１つの第１のパラメータ（Ｐ１）および第２
のパラメータ（Ｐ２）に従い、前記方法はデータベース（３）を実装する方法であり、前
記データベース（３）は、
　－　割付け（ＬＹ）の１つのベース（ＢLY）と、
　－　項目（ＰＡ）の１つのベース（ＢPA）と、
　－　所定の項目および割付けを備える固定フレームならびに少なくとも１つの可変フィ
ールドを備える、ＰＤＦ形式の予め完成された文書（ＤＯＣPDF）の１つのベース（ＢPDF

）と、
　－　前記第１のパラメータ（Ｐ１）の値のリスト（ＬP1）と、
　－　前記第２のパラメータ（Ｐ２）の値のリスト（ＬP2）であって、前記パラメータ（
Ｐ１、Ｐ２）の値の各組合せが生成文脈（ｋ）を形成する、リスト（ＬP2）と、
　－　各生成文脈（ｋ）を、仮想文書（ＤＯＣｖ）と、またはＰＤＦ形式の予め完成され
た文書の前記ベースのＰＤＦ形式の予め完成された文書と関連付ける静的インデックス（
ＩＮＤＥＸ）であって、仮想文書（ＤＯＣｖ）が、割付けの前記ベース（ＢＬＹ）の決定
した割付け（ＬＹ）を指す少なくとも１つのポインタ（ＰＯLY）および項目の前記ベース
（ＢPA）の決定した項目（ＰＡ）に関する複数のポインタ（ＰＯPA）を備える、静的イン
デックス（ＩＮＤＥＸ）と、を少なくとも備え、
前記方法は、
　－　生成文脈（ｋ）を形成するように、前記第１のパラメータ（Ｐ１）の値と、前記第
２のパラメータ（Ｐ２）の値とを選択するためのステップ（Ｅ１）と、
　－　前記生成文脈（ｋ）と関連付けられた前記仮想文書（ＤＯＣｖ）またはＰＤＦ形式
の前記予め完成された文書を得るように、前記静的インデックス（ＩＮＤＥＸ）を参照す
るためのステップ（Ｅ２）と、
　－　仮想文書の場合には、前記得られた仮想文書（ＤＯＣｖ）によって指し示される割
付け（ＬＹ）および項目（ＰＡ）の要求を前記データベース（３）内で行うためのステッ
プ（Ｅ３）と、前記要求によって返される前記項目（ＰＡ）および前記要求によって返さ
れる前記割付け（ＬＹ）を含む電子形式の前記文書（ＤＯＣ）を生成するためのステップ
（Ｅ４）と、
　－　ＰＤＦ形式の予め完成された文書（ＤＯＣPDF）の場合には、ＰＤＦ形式の前記予
め完成された文書（ＤＯＣPDF）の前記可変フィールドの値をデータ入力フォームにキー
入力するステップ、または前記値の別のデータベースで検索するステップと、電子形式の
前記完成された文書を生成するステップ（Ｅ４’）と、を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、前記文書（ＤＯＣ）が、固定フレームと少なくとも１
つの可変フィールドとを備える少なくとも１つの項目（ＰＡ）を備えることを特徴とする
方法。
【請求項３】
　請求項２に記載の方法であって、前記方法が、前記項目（ＰＡ）の前記可変フィールド
の値をデータ入力フォームにキー入力するステップ、または前記値の別のデータベースで
検索するステップを含むことを特徴とする方法。
【請求項４】
　請求項３に記載の方法であって、前記生成文脈（ｋ）に従ってデータ入力フォームを生
成するステップと、前記項目（ＰＡ）の前記可変フィールドの前記値を前記データ入力フ
ォームにキー入力するステップとを含むことを特徴とする方法。
【請求項５】
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　請求項１から４のいずれか１項に記載の方法であって、少なくとも１つのパラメータ（
Ｐ２）を選択する前記ステップ（Ｅ１）が、少なくとも１つの他のパラメータ（Ｐ１）の
値に従って条件付きで行われることを特徴とする方法。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか１項に記載の方法であって、いくつかの生成文脈（ｋ）を形
成し、したがっていくつかの文書（ＤＯＣ）を生成するような方途で、選択する前記ステ
ップ（Ｅ１）の間に同じパラメータ（Ｐ１、Ｐ２）のいくつかの値が選択されることを特
徴とする方法。
【請求項７】
　請求項６に記載の方法であって、
　－　前記生成文脈（ｋ）と関連付けられた前記仮想文書（ＤＯＣｖ）または前記予め完
成された文書（ＤＯＣPDF）を得るように前記静的インデックス（ＩＮＤＥＸ）を参照す
るためのステップ（Ｅ２）と、
　－　前記文書（ＤＯＣ）を生成するステップ（Ｅ４）とを含むことを特徴とする方法。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか１項に記載の方法であって、前記静的インデックス（ＩＮＤ
ＥＸ）が、いくつかの異なる生成文脈（ｋ）と関連付けられた同じ仮想文書（ＤＯＣｖ）
を備えることを特徴とする方法。
【請求項９】
　特に代理人に本人に代わって行為を行う権限を与えることを目的とする代理委任状様式
の少なくとも１つの文書（ＤＯＣ）の自動生成のためのシステムであって、前記文書（Ｄ
ＯＣ）が割付け（ＬＹ）に従って表示される複数の項目（ＰＡ）を含み、前記複数の項目
（ＰＡ）および前記割付け（ＬＹ）が少なくとも１つの第１のパラメータ（Ｐ１）および
１つの第２のパラメータ（Ｐ２）に従い、前記生成のためのシステムが、
－　データベース（３）であって、
　　－　割付け（ＬＹ）の１つのベース（ＢLY）と、
　　－　項目（ＰＡ）の１つのベース（ＢPA）と、
　　－　所定の項目および割付けを備える固定フレームならびに少なくとも１つの可変フ
ィールドを備える、ＰＤＦ形式の予め完成された文書（ＤＯＣPDF）の１つのベース（ＢP

DF）と、
　　－　前記第１のパラメータ（Ｐ１）の値のリスト（ＬP1）と、
　　－　前記第２のパラメータ（Ｐ２）の値のリスト（ＬP2）であって、前記パラメータ
（Ｐ１、Ｐ２）の値の各組合せが生成文脈（ｋ）を形成する、リスト（ＬP2）と、
　　－　各生成文脈（ｋ）を、仮想文書（ＤＯＣｖ）と、またはＰＤＦ形式の予め完成さ
れた文書の前記ベースのＰＤＦ形式の予め完成された文書と関連付ける静的インデックス
（ＩＮＤＥＸ）であって、仮想文書（ＤＯＣｖ）が、割付けの前記ベース（ＢLY）の決定
した割付け（ＬＹ）を指す少なくとも１つのポインタ（ＰＯLY）および項目の前記ベース
（ＢPA）の決定した項目（ＰＡ）に関する複数のポインタ（ＰＯPA）を備える、静的イン
デックス（ＩＮＤＥＸ）と、を少なくとも備えるデータベース（３）と、
－　モジュールであって、
　　－　予め決定した生成文脈（ｋ）と関連付けられた前記仮想文書（ＤＯＣｖ）または
ＰＤＦ形式の前記予め完成された文書（ＤＯＣPDF）を得るように、前記静的インデック
ス（ＩＮＤＥＸ）を参照し（Ｅ２）、
　　－　仮想文書（ＤＯＣｖ）の場合には、前記得られた仮想文書（ＤＯＣｖ）によって
指し示される前記割付け（ＬＹ）と、前記項目（ＰＡ）との要求を前記データベース（３
）内で行い（Ｅ３）、前記要求によって返される前記項目（ＰＡ）および前記要求によっ
て返される前記割付け（ＬＹ）を含む電子形式の文書（ＤＯＣ）を生成し（Ｅ４）、
　　－　ＰＤＦ形式の予め完成された文書の場合には、ＰＤＦ形式の前記予め完成された
文書（ＤＯＣPDF）の前記可変フィールドの値を記入し、電子形式の完成された文書を生
成する、ことができる生成するためのモジュールと、
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を備えることを特徴とするシステム。
【請求項１０】
　請求項９に記載のシステムであって、少なくとも１つの項目（ＰＡ）が、固定フレーム
と少なくとも１つの可変フィールドとを備え、生成するための前記モジュールが、データ
入力フォームで、または別のデータベースで前記項目（ＰＡ）の前記可変フィールドの値
を検索し、前記値を前記項目（ＰＡ）の前記固定フレームと関連付けることができること
を特徴とするシステム。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のシステムであって、前記生成文脈（ｋ）に従ってデータ入力フォー
ムを生成することができる手段を備えることを特徴とするシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動文書生成の分野に関する。本発明は特に、代理委任状または代理人に本
人に代わって行為を行う権限を与えることを目的とする委任状などの文書の自動生成に用
途を有する。
【背景技術】
【０００２】
　多くの状況で、個人または主体は、実際上の理由（距離、時間の不足）および／または
法律上の理由（自ら該当行為を実行する権限を与えられていない）で、一定の行為を自ら
実行することができない。この個人または主体はしたがって、この行為を自らに代わって
別の個人または主体によって実行してもらわなければならない。
【０００３】
　例として、弁護士または法律事務所が個人または主体の法律および／または行政行為を
果たすために国家または地方の管轄に対して彼らを代理することを認める委任状を挙げる
ことができる。
【０００４】
　そのような委任状の管理は、行政的に複雑で分かりにくいことがある。これは特に、い
くつかの管轄に対して行為を実施したい個人または主体が、関連する管轄のすべてで前記
行為を自ら実行する権限を与えられていない自分の通常の弁護士に連絡をとるという、一
般によくある状況で該当する。
【０００５】
　そのような場合、弁護士は、関連する様々な管轄に対して自分の依頼人を代理する権限
を与えられている弁護士のネットワークを使用し、そして自分の依頼人に、行為が実行さ
れなければならない各管轄ごとに異なる委任状に署名してもらうように対処しなければな
らない。この問題は特に、特許、標章または図形、およびモデルの出願に関する行為（提
出、取下げなど）を実施するために起きる。
【０００６】
　そのような場合、弁護士は、権限を与えられている個人または主体に個別に連絡し、署
名のために（委任状を出している）自分の依頼人に自分が転送しなければならない委任状
フォームを個別に受け取り、そして様々な管轄に関する行為の実行のために自分のネット
ワークの様々な弁護士にそれらを送り返さなければならない。
【０００７】
　この管理を単純にするために、スキャンされてデータベースに記憶された委任状を収集
することに基づくシステムおよび方法が知られている。
【０００８】
　そのような委任状のデータベースの管理は、起こる可能性がある各状況ごとに文書を含
まなければならないという点で複雑である。
【０００９】
　そのため、データベースは、フランス原語での欧州の特許出願の提出に関する一般的内
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任状の他に、イタリアにおけるかつイタリア語での商標の取下げに関する特定の委任状を
含まなければならない。
【００１０】
　そのようなシステムおよび方法は、保守、情報の記憶および検索の有効性、ならびに使
用に関する問題を引き起こす。特に、そのようなシステムおよび方法に関しては、文書に
なされる変更が再び前記文書をスキャンすることを必要とし、これは不利点である。
【００１１】
　加えて、変更が、たとえば特定の管轄での法令の変更の際に一群の文書に適用されると
き、関連する各文書に変更を適用することが必要であり、これは細部に至り、および／ま
たは誤りの原因である。
【００１２】
　従来は、生成されることになる文書は、決まった数の、内容が決まった項目を備える。
先行技術では、項目のデータベースから文書を生成するための自動方法が知られている。
これらの方法によれば、様々な項目が選択されることができ、そして生成されることにな
る文書を形成するために共に関連付けられることができる。例として、そのような生成す
るための方法は、契約書の起草を支援するものが知られており、ここではユーザがインタ
ーネットブラウザから自動インタフェースにアクセスし、そして生成されることになる契
約書に自分が追加したい条項を選択する。契約書の生成の間、選択された条項に関する項
目がＰＤＦ様式の文書へと自動的に統合される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　そのような文書生成方法は、所与の管轄に対する単一の委任状を自動的に生成するため
に適合される。しかしながら、ユーザが別の管轄に対する委任状を得たければ、ユーザは
適切な項目を再び選択しなければならず、これは時間の浪費となる。
【００１４】
　そこで、データベースの最適な管理を依然として許容しつつ、ユーザによるキー入力の
単一のステップから複数の文書を自動的に生成する必要がある。
【００１５】
　先行技術では、項目のデータベースのサイズの他にその保守を制限するために項目が相
互化される、文書を生成するための様々な方法が知られている。
【００１６】
　実際には、先行技術の生成するための方法は、相当な計算力を必要とする。さらには、
いくつかの文書が同時に生成されるときは、生成するための時間は相当であり、これはユ
ーザにとって不利点である。さらには、そのような生成するための方法は、項目および割
付けが厳密に課される文書を生成するには、たとえば工業所有権局の公式フォームを生成
するには適さない。
【００１７】
　したがって、本発明の目的は、とりわけ、上述した問題および不利点の解決策を提供す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　これらの不利点の少なくともいくつかを排除するために、本発明は、特に代理人に本人
に代わって行為を行う権限を与えることを目的とする代理委任状様式の少なくとも１つの
文書の自動生成のための方法であって、文書が、割付けに従って表示される複数の項目を
含み、前記複数の項目および前記割付けが少なくとも１つの第１のパラメータおよび１つ
の第２のパラメータに従い、上記方法はデータベースを実装する方法であり、
前記データベースは、
　－　割付けの１つのベースと、
　－　項目の１つのベースと、
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　－　所定の項目および割付けを備える固定フレームならびに少なくとも１つの可変フィ
ールドを備える、ＰＤＦ形式の予め完成された文書の１つのベースと、
　－　前記第１のパラメータの値のリストと、
　－　前記第２のパラメータの値のリストであって、前記パラメータの値の各組合せが生
成文脈を形成する、リストと、
　－　各生成文脈を、仮想文書と、または予め完成された文書のベースのＰＤＦ形式の予
め完成された文書と関連付ける静的インデックスであって、仮想文書が、割付けのベース
の決定した割付けを指す少なくとも１つのポインタおよび項目のベースからの決定した項
目を指す複数のポインタを備える静的インデックスと
を少なくとも備え、
前記方法が、
　－　生成文脈を形成するように、第１のパラメータの値と第２のパラメータの値とを選
択するステップと、
　－　前記生成文脈と関連付けられた仮想文書またはＰＤＦ形式の予め完成された文書を
得るように、前記生成文脈から静的インデックスを参照するステップと、
　－　仮想文書の場合には、得られた仮想文書（ＤＯＣｖ）によって指し示される割付け
（ＬＹ）および項目（ＰＡ）の要求をデータベース（３）内で行うためのステップ（Ｅ３
）と、前記要求によって返される項目（ＰＡ）および前記要求によって返される割付け（
ＬＹ）を含む電子形式の前記文書（ＤＯＣ）を生成するためのステップ（Ｅ４）と、
　－　ＰＤＦ形式の予め完成された文書（ＤＯＣPDF）の場合には、ＰＤＦ形式の前記予
め完成された文書（ＤＯＣPDF）の可変フィールドの値をデータ入力フォームにキー入力
するステップ、または前記値の別のデータベースで検索するステップと、電子形式の前記
完成された文書を生成するステップ（Ｅ４’）と、を含む方法に関する。
【００１９】
　有利には、本発明のおかげで、生成されることになる文書の要素（割付け、項目）の内
容および値それ自体は、前記要素の関連付け論理（仮想文書）から分離される。そのよう
な分離は、文書を生成するための大きな柔軟性を提供することを可能にする。加えて、方
法は、形式および内容（割付けおよび項目）が対応するベースへの要求を介して自由に定
義される文書か、またはフレーム（たとえば工業所有権局によって課されるフレーム）が
固定される文書かを生成することを可能にする。有利には、ユーザは、異なる性質の文書
を同時に生成することができる。
【００２０】
　さらには、仮想文書の場合には、各生成文脈が文書の要素（割付けおよび項目）のすべ
ての定義を備える仮想文書と関連付けられているならば、要求するステップは実施するの
が速い。言い換えると、仮想文書および静的インデックスのおかげで、生成されることに
なる文書の内容は、生成文脈から直接決定される。そのような生成するための方法は、所
望の文書を即座に得るユーザの待ち時間を制限し、その方法は先行技術の方法より少ない
計算リソースしか必要としないので、そのためより効果的である。
【００２１】
　そのような方法は、多数の文書、特に、複数の管轄に対する委任状を同時に生成するた
めに特に有利である。
【００２２】
　静的インデックスは、生成文脈をＰＤＦ形式の予め完成された文書と関連付けることを
可能にし、関連付けは、文書ＰＤＦが静的インデックスに記憶されて直接に、または、静
的インデックスがＰＤＦ形式の予め完成された文書のベースのＰＤＦ形式の予め完成され
た文書を指すポインタを備えて間接的に行われる。
【００２３】
　本発明の態様によれば、項目のベースの同じ項目が、いくつかの異なる仮想文書によっ
て指し示される。同様に、同じ割付けが、いくつかの異なる仮想文書によって指し示され
る。言い換えると、多数の異なる文書が、限定数の項目および／または割付けで生成され
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ることができる。項目および割付けの相互化は、保守を容易にする。静的インデックスの
使用は、さらには、項目および割付けの相互化のレベルを正確に分析することを可能にし
、これは保守の他に生成されることになる新たな文書の作成を容易にする。例として、項
目が少数の仮想文書のみによって指し示されれば、それがより高い相互化率をもつ同様の
項目と置き換えられることができるかどうかを確認することが関心を引く可能性がある。
【００２４】
　有利には、データベースの項目が変更されると、なされた変更は、前記変更された項目
を指し示す仮想文書から生成される文書のすべてに伝えられる。言い換えると、多数の複
数の生成されることになる文書が、仮想文書が有利には変更されずに、データベースの１
つの項目のみを変更することによって、変更される。
【００２５】
　好ましくは、文書は、固定フレーム、ならびにそれ自体は前記項目のカスタマイズおよ
び／または項目のベースの項目の数の制限を許容する少なくとも１つの可変フィールドを
備える少なくとも１つの項目を備える。
【００２６】
　好ましくはこの場合、前記項目の固定フレームは、その他の項目とともにデータベース
に記憶される。
【００２７】
　より好ましくは、方法は、前記項目の可変フィールドの値をデータ入力フォームにキー
入力するステップ、または前記値の別のデータベースで検索するステップを備える。
【００２８】
　好ましくはこの場合、方法は、生成文脈に従ってデータ入力フォームを生成するステッ
プと、前記項目の可変フィールドの値をデータ入力フォームにキー入力するステップとを
備える。そのため、データ入力フォームおよび、したがって可変フィールドは生成文脈と
相関され、これは可変フィールドのキー入力を容易にし、かつ促進する。
【００２９】
　好ましくは、少なくとも１つのパラメータを選択するステップは、少なくとも１つの他
のパラメータの値に従って条件に基づいて行われる。そのため、不可能な組合せは選択す
ることができないので、両立するパラメータの値の組合せの形成が優先され、これはユー
ザが時間を節約できるようにする。
【００３０】
　好ましくは、いくつかの生成文脈を形成し、したがっていくつかの文書を生成するよう
な方途で、選択するステップの間に同じパラメータのいくつかの値が選択される。そのよ
うな方法はそのため、多数の文書、特に、複数の異なる管轄に対する委任状を同時に生成
することを可能にする。そのような複数の選択は、ユーザの選択時間を低減させることを
可能にし、実際、単一の操作（すなわち本発明に係る方法の単一の実施）で、ユーザは異
なる性質の一群の文書を生成することができる。複数の文書の同時生成は、「バッチ」と
して当業者に知られている。インデックスのおかげで、「バッチによる」複数の異なる文
書のそのような生成は、迅速に実装される。
【００３１】
　より好ましくは、方法は、前記生成文脈と関連付けられた仮想文書または予め完成され
た文書を得るように静的インデックスを参照するステップと、前記文書を生成するステッ
プとを備える。
【００３２】
　より好ましくは、方法は、前記生成文脈と関連付けられた仮想文書を得るように静的イ
ンデックスを参照するステップと、前記得られた仮想文書によって指し示される割付けお
よび項目をデータベースに要求するステップと、各得られた仮想文書に対して前記要求に
よって返される項目および前記要求によって返される割付けを含む電子形式の前記文書を
生成するステップとを備える。有利には、いくつかの異なる文書が、静的インデックスの
おかげで同時に、かつ実用的な方式で生成される。
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【００３３】
　本発明の態様によれば、静的インデックスは、仮想文書の数を制限するような方途でい
くつかの異なる生成文脈と関連付けられた同じ仮想文書を備える。項目および／または割
付けの相互化と代替的または累加的に、同じ仮想文書が複数の生成文脈と関連付けられる
ような方途で、仮想文書も相互化されることができる。多数の生成文脈は、ユーザが生成
したい文書を正確に選ぶことを可能にする。仮想文書の相互化は、仮想文書の限定数を依
然として保持しつつ、生成されることになる文書の大きな選択範囲をユーザに提供するこ
とを可能にする。そのため、ユーザは自分の期待に対応して非常に正確である生成文脈を
形成することができるが、但し前記生成文脈は、他のより一般的な生成文脈とそれ自体が
関連付けられた仮想文書と関連付けられる。高速で、信頼でき、そして保守が簡単である
生成するための方法を依然として保持しつつ、ユーザの正確な要望が満たされる。加えて
、静的インデックスの分析を介して、各仮想文書の相互化のレベルを決定することが可能
であり、これは前記静的インデックスの保守を容易にする。
【００３４】
　同様に、静的インデックスは、いくつかの異なる生成文脈と関連付けられた、同じ予め
完成された文書ＰＤＦを備える。そのため、仮想文書の数および予め完成された文書ＰＤ
Ｆの数を依然として制限しつつ、ユーザの正確な期待に対応する多数の生成文脈が有利に
定義される。静的インデックスは、相互化を向上させることを可能にする。
【００３５】
　そのような静的インデックスのおかげで、いくつかの異なる生成文脈が同じ仮想文書を
指し示し、これは仮想文書の数および多様性ならびに、結果的に、項目および／または割
付けの数および多様性を制限する。言い換えると、多数の異なる文書が、限定数の項目お
よび／または割付けで生成されることができる。項目および割付けの相互化は保守を容易
にし、それは仮想文書の相互化によってさらに容易にされる。言い換えると、本発明に係
る方法は、縦続形の相互化（項目、割付け、仮想文書）を実装する。
【００３６】
　好ましくは、ＰＤＦ形式の予め完成された文書は、フォーム様式の文書である。
【００３７】
　本発明は、特に代理人に本人に代わって行為を行う権限を与えることを目的とする代理
委任状様式の自動生成のためのシステムであって、文書が、割付けに従って表示される複
数の項目を含み、前記複数の項目および前記割付けが少なくとも１つの第１のパラメータ
および１つの第２のパラメータに従い、上記生成のためのシステムが、
データベースであって、
　－　割付けの１つのベースと、
　－　項目の１つのベースと、
　－　所定の項目および割付けを備える固定フレームならびに少なくとも１つの可変フィ
ールドを備える、ＰＤＦ形式の予め完成された文書の１つのベースと、
　－　前記第１のパラメータの値のリストと、
　－　前記第２のパラメータの値のリストであって、前記パラメータの値の各組合せが生
成文脈を形成する、リストと、
　－　各生成文脈を、仮想文書と、またはＰＤＦ形式の予め完成された文書と関連付ける
静的インデックスであって、仮想文書が、割付けのベースの決定した割付けを指す少なく
とも１つのポインタおよび項目のベースからの決定した項目を指す複数のポインタを備え
る、静的インデックスと、を少なくとも備えるデータベースと、
モジュールであって、
　－　予め決定した生成文脈と関連付けられた仮想文書またはＰＤＦ形式の予め完成され
た文書のベースからのＰＤＦ形式の予め完成された文書を得るように、静的インデックス
を参照し、
　－　仮想文書の場合には、得られた仮想文書によって指し示される割付けと、項目との
要求をデータベース内で行い、前記要求によって返される項目および前記要求によって返
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される割付けを含む電子形式の文書を生成し、
　－　ＰＤＦ形式の予め完成された文書の場合には、ＰＤＦ形式の前記予め完成された文
書の可変フィールドの値を記入し、電子形式の完成された文書を生成する、ことができる
、生成するためのモジュールと、を備える生成するためのシステムにも関する。
【００３８】
　本発明のシステムは、本発明の方法と同じ利点を有する。
【００３９】
　好ましくは、少なくとも１つの項目が固定フレームと少なくとも１つの可変フィールド
とを備え、生成するためのモジュールは、データ入力フォームで、または別のデータベー
スで前記項目の可変フィールドの値を検索し、この値を前記項目の固定フレームと関連付
けることができる。
【００４０】
　好ましくは、システムは、生成文脈に従ってデータ入力フォームを生成することができ
る手段を備える。
【００４１】
　本発明は、もっぱら例として、添付の図面に関して提供される以下の説明を読むことで
よりよく理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】データサーバのデータベースからの文書の自動生成のためのシステムを概略的に
図示する図である。
【図２】生成された文書を概略的に図示する図である。
【図３】文書の自動生成のための方法のステップを概略的かつ全体的に図示する図である
。
【図４】生成するためのシステムのデータベースの要素に関して実装するための前記ステ
ップを概略的に図示する図である。
【発明を実施するための形態】
【００４３】
　本発明を実装するために図が本発明を詳細に開示することに留意されたい。前記図は当
然、適用できる場合、本発明をよりよく定義するために使用されることができる。
【００４４】
　本発明は、第１の態様によれば、代理人に本人に代わって行為を行う権限を与えること
を目的とする代理委任状様式の文書、たとえば弁護士または工業所有権事務所に１つまた
はいくつかの工業所有権の管理のために国家または地方の工業所有権局に対して依頼人を
代理する権限を与える委任状などの文書の自動生成のための方法に関する。
【００４５】
　好ましくは、図１に関して、生成するための方法は、通信ネットワーク４を介して、好
ましくは、インターネットネットワークを介してユーザ端末１によってアクセス可能なデ
ータサーバ２を備える、生成するためのシステムによって実装される。データサーバ２は
、複数の文書ＤＯＣがそこから生成されることが可能なデータベース３を備える。データ
サーバ２は、計算ユニット、たとえば、プロセッサの形態を有する生成するためのモジュ
ール（図示せず）をさらに備える。
【００４６】
　通常、ユーザ端末１は、中央ユニット、画面などの表示装置、マウスなどの位置指示装
置、およびキーボードなどの入力装置を備えるコンピュータシステムである。
【００４７】
　データベース３は、データサーバ２のコンピュータ化された中央ユニットに記憶される
が、任意のアドホックな通信手段によってアクセスされることができる別々のおよび／ま
たはリモート記憶装置に記憶されることもあり得る。データベース３それ自体は、単一の
記憶装置上に、またはいくつかの別々のまたはリモート記憶装置にわたっておよび／もし
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くは互いに対して分散方式で記憶されることができる。
【００４８】
　好ましくは、生成された文書ＤＯＣの表示および検索は、通信ネットワーク４を介して
ユーザ端末１で実施される。好ましくは、データサーバ２は、生成されることになる文書
の性質を定義するパラメータの値をユーザ端末１が選択することができるウェブインタフ
ェースを実装する。生成された文書ＤＯＣは、このウェブインタフェースからダウンロー
ドされることができ、そして後者によって表示されることができる。
【００４９】
　図２に関して、生成されることになる文書ＤＯＣは、少なくとも１つの割付けＬＹに従
って提示される複数の項目ＰＡ１、ＰＡ２、ＰＡ３を備える。
【００５０】
　割付けＬＹが、文書ＤＯＣにおける項目の内容が表示される位置および方途を決定する
表示特性のすべてを意味することを思い出されたい。したがって、このことは、位置特性
に加えて、表示フォントに関する特性、表示フォントのサイズ、表示色、アンダーライン
、フレーミング、ページヘッダおよび／もしくはフッタならびに／またはロゴの有無など
を内包することができる。
【００５１】
　図４に関して、データベース３は、好ましくはその保守および更新を容易にするために
決定した基準に従って編成された、割付けのベースＢLYならびに項目のベースＢＰＡを備
える。言い換えると、データベース３は、生成されることになる文書ＤＯＣを構成する要
素を一緒にまとめている。
【００５２】
　本発明によれば、文書ＤＯＣを生成することは、少なくとも１つの第１のパラメータＰ
１および１つの第２のパラメータＰ２に従う。この例では、図４に関して、データベース
３は、第１のパラメータＰ１の値のリストＬP1および第２のパラメータＰ２の値のリスト
ＬP2を備える。
【００５３】
　本発明が、３つ以上のパラメータからの文書ＤＯＣの生成の他に、複数のパラメータか
らの複数の文書の生成に適用されることは言うまでもない。
【００５４】
　本発明の本実施形態において、第１のパラメータＰ１の値と第２のパラメータＰ２の値
との各組合せが文書ｋの生成文脈を形成する。しかしながら、パラメータの一定の組合せ
は、仮想文書と関連付けられていない誤った生成文脈であり、それを形成する。
【００５５】
　例として、第１のパラメータＰ１の値のリストが２つの要素を備え、かつ第２のパラメ
ータＰ２の値のリストが３つの要素を備える場合、起こりうる組合せの数は６に等しい。
しかしながら、ある値の組合せが可能でなければ、この組合せは考慮されず、および／ま
たは図１に図示される端末１に表示されるエラーメッセージに至る。代替的または累加的
に、第２のパラメータＰ２の値の選択は、選択される第１のパラメータＰ１の値によって
条件付けられる。言い換えると、この場合、本発明のシステムおよび、より正確にはパラ
メータの値を選択するためのインタフェースは、互いと両立しない値を選択することを禁
止する。
【００５６】
　依然として図４に関して、データベース３は、各生成文脈ｋを仮想文書ＤＯＣｖと、ま
たはＰＤＦ形式の予め完成された文書ＤＯＣPDFと関連付ける静的インデックスＩＮＤＥ
Ｘを備える。
【００５７】
　静的インデックスＩＮＤＥＸ（およびより正確にはその内容）は、生成するための方法
の実装の前に予め決定または予め定義される。そのため、生成文脈ｋから、生成文脈ｋに
静的インデックスＩＮＤＥＸを介して関連付けられた、仮想文書ＤＯＣｖから、またはＰ
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ＤＦ形式の予め完成された文書ＤＯＣPDFから生成される文書ＤＯＣを生成するためには
、生成するための方法を実装すれば十分である。ある生成文脈ｋに従って生成されること
になる新たな文書ＤＯＣを更新または作成することが要望される仮定では、仮想文書ＤＯ
Ｃｖか、またはＰＤＦ形式の予め完成された文書ＤＯＣPDFかを前記生成文脈ｋと関連付
けるようにパラメータを設定することによって、静的インデックスＩＮＤＥＸを結果的に
適合させ、所望の文書ＤＯＣの生成を許容すれば十分である。
【００５８】
　仮想文書ＤＯＣｖとの生成文脈ｋの関連付けが第１部で提示され、ＰＤＦ形式の予め完
成された文書ＤＯＣPDFとの生成文脈ｋの関連付けが第２部に提示されることになる。
【００５９】
第１部：仮想文書ＤＯＣｖとの生成文脈ｋの関連付け
　仮想文書ＤＯＣｖは、割付けのベースＢLYの決定した割付けＬＹを指す少なくとも１つ
のポインタＰＯＬＹ（図示せず）および項目のベースＢPAの決定した項目ＰＡを指す複数
のポインタＰＯPA1、ＰＯPA2、ＰＯPA3（図示せず）を備えるコンピュータオブジェクト
である。
【００６０】
　言い換えると、決定した生成文脈ｋに対する仮想文書ＤＯＣｖは、前記生成文脈ｋに適
する割付けＬＹへのリンクおよび前記生成文脈ｋに適する項目ＰＡへのリンクを備える。
そのため、静的インデックスＩＮＤＥＸは、生成文脈ｋから生成されることになる文書Ｄ
ＯＣを形成するために、文書を形成する要素（項目および割付け）の論理編成を決定する
。
【００６１】
　各仮想文書ＤＯＣｖは、決定した生成文脈ｋに対する文書ＤＯＣを形成するリンクのす
べてを備える。各仮想文書ＤＯＣｖが、決定した生成文脈ｋに対する文書ＤＯＣを形成す
るリンク（ポインタ）のすべてを備えるので、静的インデックスＩＮＤＥＸの分析を介し
て、どの項目ＰＡおよびどの割付けＬＹがどの文書ＤＯＣに使用されているかを知ること
も可能である。言い換えると、静的インデックスＩＮＤＥＸの分析は、項目のベースＢPA

の各項目ＰＡの相互化、および割付けのベースＢLYの各割付けＬＹの相互化のレベルを知
ることを可能にする。例として、この分析のおかげで、項目のベースＢＰＡの未使用の項
目が削除されることができる、または相互化のレベルが低い、ほとんど使用されない割付
けＬＹが削除され、そして相互化のレベルがより高い同様の割付けと置き換えられること
ができる。削減された数の項目ＰＡおよび割付けＬＹを備える項目のベースＢPAまたは割
付けのベースＢLYは、保守および更新するのがより簡単である。
【００６２】
　言い換えると、割付けのベースＢLYおよび項目のベースＢPAは、生成されることになる
文書ＤＯＣのための要素の蓄積を形成し、静的インデックスＩＮＤＥＸは、所望の生成文
脈ｋに従って文書ＤＯＣ内の前記要素を編成するために論理リンクを形成する。そのため
、一方では要素の蓄積が、他方では前記要素の編成論理が分離され、これは設計の大きな
自由度を依然として提供しつつ、データベース３の保守を促進する。
【００６３】
　実際、項目（および／または割付け）が一組の文書ＤＯＣに対して変更されなければな
らない場合、項目のベースＢPAで前記項目を変更することが必要なだけである。仮想文書
ＤＯＣｖは変更された項目（および／または割付け）を既に指し示しているので、この変
更は、仮想文書を更新する必要なく、関連する項目（および／または割付け）を指し示す
仮想文書ＤＯＣｖから生成される文書ＤＯＣのすべてに影響することになる。そのため、
再び、前記文書ＤＯＣの編成論理が項目の（および／または割付けの）変更によって影響
されないならば、仮想文書ＤＯＣｖの変更は全く実装される必要はない。さらには、一方
では使用される項目および割付けと、他方ではそれらを使用する文書ＤＯＣとの間の関係
が、（それらの間のリンクを確立する仮想文書ＤＯＣｖのおかげで）既知であるので、項
目ＰＡの変更および／または割付けＬＹの変更が前記項目ＰＡおよび／または前記割付け
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ＬＹを指し示す仮想文書ＤＯＣｖのすべてに対して適するかどうかを容易に判定すること
が可能である。これは、データベース３の保守を容易にする。
【００６４】
　逆に、決定した生成文脈ｋ１に対する文書ＤＯＣにおける項目ＰＡの順序または有無が
変更されなければならない場合、前記決定した生成文脈ｋ１と関連付けられた仮想文書Ｄ
ＯＣｖ１のポインタＰＯPAの順序または有無を変更することが必要なだけである。前記文
書ＤＯＣの項目の内容が影響されないならば、項目のベースＢPAの変更は全く実装される
必要はない。同じことが当然、割付けに対して適用される。
【００６５】
　実施形態によれば、複数の生成文脈ｋが、同一の仮想文書ＤＯＣｖと（または、好まし
くは、同じ仮想文書ＤＯＣｖとさえ）、およびしたがって、同一のポインタと関連付けら
れる。例として、以下のパラメータ値「特許出願の提出；ベルギー；特定」に関する第１
の生成文脈ｋ１および以下のパラメータ値「特許出願の提出；ベルギー；一般」に関する
第２の生成文脈ｋ２は、同じ仮想文書ＤＯＣｖ８と関連付けられる。言い換えると、ベル
ギーの特許出願のための一般的な委任状に対して生成される文書ＤＯＣは、ベルギーの特
許出願のための特定の委任状に対して生成される文書ＤＯＣと同一である。そのため、生
成される文書が同じ仮想文書と関連付けられるので、ユーザは、それらが同一であるにも
かかわらず、特定のまたは一般的な委任状を選ぶ可能性を有する。そのような仮想文書の
相互化は、依然としてユーザが自分の選んだ文書を正確に選べるようにしつつ、静的イン
デックスＩＮＤＥＸの仮想文書の数を制限することを可能にする。加えて、仮想文書ＤＯ
Ｃｖの相互化のおかげで、データベース３のサイズが制限され、項目ＰＡおよび割付けＬ
Ｙの相互化が増大される。
【００６６】
　さらには、将来に、ベルギーの特許出願のための一般的な委任状がベルギーの特許出願
のための特定の委任状と異なる必要があれば、仮想文書ＤＯＣｖ８に存在しない項目ＰＡ
Ｘ17へのリンクを追加するために第２の生成文脈ｋ２に対する新たな仮想文書ＤＯＣｖ９
を作成すれば十分であろう。仮想文書ＤＯＣｖ８を複製し、そして項目のベースＢPAの欠
けている項目ＰＡＸ17へのポインタＰＯPAを追加すれば十分であるので、そのような新た
な仮想文書ＤＯＣｖ９は得るのが簡単である。
【００６７】
　項目ＰＡおよび割付けＬＹのこの相互化は、記憶されることになる情報量を削減するこ
と、また保守を容易にすることも可能にする。それは、たとえば、データベース３に存在
する他の文書に内容が近い、生成されることになる新たな文書の作成を容易にする。それ
は、データベース３に存在する一連の文書への同じ変更の適用も容易にする。
【００６８】
第２部：ＰＤＦ形式の予め完成された文書ＤＯＣPDFとの生成文脈ｋの関連付け
　ＰＤＦ形式の予め完成された文書ＤＯＣPDFとの生成文脈ｋの関連付けが提示されるも
のとする。
【００６９】
　いくつかの状況では、生成されることになる文書ＤＯＣは、たとえば国家の工業所有権
局によって課される固定フレーム、および記入されることになる空の領域を備えることが
できる。言い換えると、形式は厳密に課され、そして対応するデータベースから来る割付
けまたは項目を選ぶことによってそれを自由に複製することは可能ではない。
【００７０】
　この特定性に応答するために、図４に関して、データベース３は、所定の項目および割
付けを備える固定フレーム、ならびに各空の領域の代わりに可変フィールドを各々備える
、ＰＤＦ形式の予め完成された文書ＤＯＣPDFのベースＢPDFをさらに備える。
【００７１】
　説明される実施形態によれば、静的インデックスＩＮＤＥＸは、生成文脈ｋを予め完成
された文書ＰＤＦ　ＤＯＣPDFと間接的に関連付け、静的インデックスＩＮＤＥＸはこの
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場合、ＰＤＦ形式の予め完成された文書のベースＢPDFに含まれるＰＤＦ形式の予め完成
された文書ＤＯＣPDFを指すポインタを備える。別の実施形態によれば、静的インデック
スＩＮＤＥＸは、生成文脈ｋをＰＤＦ形式の予め完成された文書ＤＯＣPDFと直接関連付
け、予め完成された文書ＰＤＦ　ＤＯＣPDFはこの場合、静的インデックスＩＮＤＥＸに
記憶され、言い換えると、この場合、ＰＤＦ形式の予め完成された文書のベースＢPDFは
静的インデックスＩＮＤＥＸに直接含まれる。どちらの場合も、本発明の方法の実装に応
答して、静的インデックスＩＮＤＥＸは、生成文脈ｋと予め完成された文書ＰＤＦ　ＤＯ
ＣPDFを関連付け、そして後者を使用して、割付けおよび項目が予め完成された文書ＤＯ
ＣPDFのそれらに対応する文書ＤＯＣの生成を可能にする。
【００７２】
　仮想文書ＤＯＣｖと同様に、複数の生成文脈ｋが、相互化を増大し、かつ予め完成され
た文書ＰＤＦのベースＢPDFのサイズを制限するような方途で同じ予め完成された文書Ｐ
ＤＦと関連付けられることができる。
【００７３】
　予め完成された文書ＰＤＦ　ＤＯＣPDFの可変フィールドに記入するために、システム
は、可変フィールドの値がキー入力される、または可変フィールドの値が別のデータベー
スから検索されるデータ入力フォームを生成することができる。
【００７４】
実装
　非限定的な例として、かつ図４が本発明に係る方法の実装を許容する本発明に係るシス
テムの例の主要な要素を、他の要素とともに、概略的に図示する添付の図面に関して提供
される、好適な代替例および実施形態の以下の説明を読むことで、本発明の他の特性およ
び利点がより明らかになるものとする。
【００７５】
　本発明は、地方代理人が地方自治体または行政に関して請求人に代わって行為を実施す
ることを認めることを目的とする委任状から成る文書を生成するための例を使用して、以
下に示される。これは、たとえば工業所有権の分野で、管轄する地方自治体に特許出願を
提出する、または標章を登録するための委任状であることができる。これはここで、静的
インデックスＩＮＤＥＸでの仮想文書ＤＯＣｖとの生成文脈ｋの関連付けからの文書の生
成を伴う。
【００７６】
　図４に図示される第１の例では、生成されることになる文書ＤＯＣは、３つの項目、お
よび決定した場所における項目の位置、一定の表示フォント、一定のサイズ、下線付きか
否か、太字か否かでのそれらの表示を決定する割付けを含む。
【００７７】
　この例では、文書ＤＯＣの割付けおよび項目は一定数のパラメータに依存し、ここでは
、
　－　委任状が与えられる行為の性質に一致する第１のパラメータＰ１、および
　－　行為が実施されることになる地方行政に一致する第２のパラメータＰ２。
【００７８】
　これらのパラメータＰ１、Ｐ２は、データベース３に記憶される値のリストＬP1、ＬP2

にまとめられる値を有することができる。
【００７９】
　この例では、行為の性質に関する第１のパラメータＰ１の値のリストＬP1は、提出、取
下げなどといった異なる可能な値を備える。
【００８０】
　地方行政に関する第２のパラメータＰ２の値のリストＬP2は、欧州特許庁（ＥＰＯ）、
米国特許商標局などといった異なる可能な値を備える。
【００８１】
　この例では、第２のパラメータＰ２のための異なる可能な値は、第１のパラメータＰ１
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の可能な値に従うことができる。言い換えると、選択は条件付きであり得、より正確には
、選択されることができる第２のパラメータＰ２の値は、第１のパラメータＰ１のために
選ばれる値に条件付けられる。
【００８２】
　そのため、値Ｐ２＝「ＥＰＯ」は、第１のパラメータＰ１の値が「特許出願の提出」で
あるときには第２のパラメータＰ２の可能な値であるが、しかし第１のパラメータＰ１の
値が＝「標章の登録」であるときにはこの第２のパラメータＰ２の可能な値ではない。言
い換えると、組合せ（標章の登録；ＥＰＯ）は、パラメータＰ１、Ｐ２の可能な組合せで
はない。パラメータの値の可能な（または存立できる）組合せのすべてが、仮想文書ＤＯ
Ｃｖと関連付けられ、したがって文書ＤＯＣの生成を許容する生成文脈ｋのすべてを形成
する。
【００８３】
　図３に関して、次いで、本発明に係る生成するための方法のステップＥ１～Ｅ４が詳細
に提示される。
【００８４】
選択するステップＥ１
　方法は、生成文脈ｋを形成するように第１のパラメータＰ１の値および第２のパラメー
タＰ２の値を選択するステップＥ１を備える。
【００８５】
　この例では、生成文脈ｋは、第１のパラメータＰ１のための値＝「特許出願の提出」と
、第２のパラメータＰ２のための値＝「ベルギー」との選択から形成される。
【００８６】
　値「特許出願の提出；ベルギー」の組合せ（Ｐ１；Ｐ２）が生成文脈ｋを形成する。
【００８７】
参照するステップＥ２
　方法は、前記生成文脈ｋ、すなわち「特許出願を提出する；ベルギー」と関連付けられ
た仮想文書ＤＯＣｖを得るために静的インデックスＩＮＤＥＸを参照するステップＥ２を
さらに備える。
【００８８】
　この例では、前記生成文脈ｋと関連付けられた仮想文書ＤＯＣｖは、次の４つのポイン
タを備える。
　－　３つの項目ポインタＰＯ１PA、ＰＯ２PA、ＰＯ３PA、および
　－　１つの割付けポインタＰＯLY。
【００８９】
　ポインタＰＯ１PA、ＰＯ２PA、ＰＯ３PA、ＰＯLYは、それぞれ項目ＰＡ154、ＰＡ367、
ＰＡ585および割付けＬＹ12に関係する。そのようなポインタは、それらが決定した生成
文脈ｋに対して生成されることになる文書ＤＯＣの要素を直接かつ所定の方式で決定する
ことを可能にするので、有利である。言い換えると、文書ＤＯＣの生成を遅らせ得る条件
付きステップは全くない。
【００９０】
要求するステップＥ３
　方法は、決定した生成文脈ｋに対して得られた仮想文書ＤＯＣｖのポインタＰＯ１PA、
ＰＯ２PA、ＰＯ３PA、ＰＯLYによって関係される要素、すなわち項目ＰＡ154、ＰＡ367、
ＰＡ585および割付けＬＹ12をデータベース３に要求するステップＥ３を備える。
【００９１】
生成するステップＥ４
　方法は、電子形式の前記文書ＤＯＣを生成するステップＥ４をさらに備え、文書ＤＯＣ
は、前記要求するステップＥ３によって返された項目を含んでおり、項目はやはり要求す
るステップＥ３によって返された割付けＬＹ12に従って配列されている。
【００９２】
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　本実装のおかげで、文書ＤＯＣの生成は、要求するステップＥ３の迅速性のために即時
に行われる。これは、生成文脈ｋが多数のパラメータ値から形成されるときに特に有利で
あり、静的インデックスが予め決定されるならば、多数の値は処理時間に影響しない。同
時に生成されることになる文書の数は、文書を生成する速度に対する影響自体はほとんど
有しない。
【００９３】
　これは、選択する単一のステップＥ１からいくつかの文書ＤＯＣを形成するためにさら
に有利である。そのため、３つの生成文脈ｋを迅速に形成し、そしてそのため３つの文書
ＤＯＣを自動的に生成するために、第１のパラメータの単一の値、たとえば「特許出願の
提出」、および第２のパラメータのいくつかの値（「ベルギー」、「スペイン」、「ポー
ランド」）が選択されることができる。
【００９４】
可変フィールドをもつ項目
　代替の実施形態において、少なくとも１つの項目ＰＡが、「固定フレーム」と呼ばれる
固定部分、および「可変フィールド」と呼ばれる少なくとも１つの可変部分を備える。
【００９５】
　そのため、たとえば、項目ＰＡの固定フレームのみがデータベースに記憶され、可変フ
ィールドの値は、ユーザによって直接キー入力されるか、または別のデータベースへの要
求を介して得ることができる。
【００９６】
　文書を生成するステップは次いで、可変フィールドの値をデータ入力フォームにキー入
力するステップまたは前記値の別のデータベースで検索するステップと、この値を項目の
固定フレームをもつ項目ＰＡに挿入するステップとを備える。
【００９７】
　例として、項目は、出願番号が記入されていない、欧州特許権に関して実施されること
になる行為を示す固定フレームを備える。言い換えると、出願番号が可変フィールドを形
成する。
【００９８】
　文書を生成するステップの間、指し示される項目の固定フレームは、ユーザによって直
接キー入力されるか、または別のデータベースで検索される出願番号が記入される。この
後者の仮定では、かつたとえば、出願番号は、ユーザの特許権のリストを備える別のデー
タベースで検索されることができる。
【００９９】
　本実施形態において、項目ＰＡは、単一の可変フィールドを備えて提示された。項目Ｐ
Ａがたとえば、出願番号、出願日、代理人の名称など、可変フィールドをいくつか備える
こともあり得ることは言うまでもない。
【０１００】
　特定の実施形態によれば、可変フィールドの値は、たとえばユーザが可変フィールドの
ための１つまたはいくつかの値を選ぶことができる値のドロップダウンリストの形態でユ
ーザに提示される一連の可能な値から選ばれる。
【０１０１】
　特定の実施形態によれば、方法は、生成文脈に従うデータ入力フォームを生成するステ
ップを備える。これは、生成文脈に従って、この文脈に応じたフォームをユーザに提供す
る、または提供しないことを可能にする大きな柔軟性を方法に提供する。
【０１０２】
　たとえば、特許出願を譲渡する委任状を生成するために、ユーザは、特許権の譲渡の生
成文脈を決定するようにパラメータ値を選択する。決定した生成文脈と関連付けられた仮
想文書は、可変フィールドを備える項目ＰＡに関係するポインタを備える。よって、生成
するためのシステムは、指し示される項目ＰＡのすべてに対して記入されることになる可
変フィールドを備えるデータ入力フォームの表示を生成し、これらの可変フィールドは、
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たとえば委任状によって関係される譲渡に関する情報の導入を可能にすることができる。
【０１０３】
　所望の委任状の生成を可能にするために、ユーザが可変フィールドのすべてに記入すれ
ば十分である。そのような方法は、生成文脈に従って項目をカスタマイズすることを可能
にし、これは有利であり、かつ生成される文書の品質および正確さを向上させる。そのよ
うな方法は、同じ可変フィールドが挿入される多数の文書を同時に生成するために特に有
利である。
【０１０４】
　図４に図示される第２の例では、生成されることになる文書ＤＯＣは、工業所有権局に
よって提供され、かつ空の領域を含む紙フォームから実施されなければならない。
【０１０５】
　予め完成された文書のベースＢPDFを得るために、工業所有権局の紙フォームがスキャ
ンされ、次いで前記空の領域の代わりに可変フィールドがコンピュータによって追加され
る。
【０１０６】
　上記と同様の方式で、ユーザがパラメータを選択して生成文脈ｋを形成し（ステップ１
）、その結果システムが静的インデックスＩＮＤＥＸを参照する（ステップ２）。本第２
の実施形態において、生成文脈ｋは、予め完成された文書ＤＯＣPDFと間接的に関連付け
られ、静的インデックスＩＮＤＥＸは、予め完成された文書のベースＢPDFの予め完成さ
れた文書ＤＯＣPDFを指すポインタを備える。
【０１０７】
　方法は、生成文脈ｋと関連付けられる予め完成された文書ＤＯＣPDFを得るために、予
め完成された文書ＤＯＣPDFをベースＢPDFに要求するためのステップＥ３’を備える。
【０１０８】
　方法は次いで、予め完成された文書ＤＯＣPDFの可変フィールドの値、特に、知的所有
権の番号などを記入するステップを備える。上記で示されたように、この記入するステッ
プは、データ入力フォームへのキー入力によって、または別のデータベースで検索するこ
とによって実施されることができる。方法は次いで、完成された文書を生成するステップ
（Ｅ４）を備える。
【０１０９】
　文書を生成するための方法が提示されたが、本発明は、前記方法を実装するための、生
成するためのシステムにも関する。
【０１１０】
　本発明は、第２の態様によれば、上記で提示されたようなデータベース３と、
　－　予め決定した生成文脈ｋから仮想文書ＤＯＣｖを得るように静的インデックスＩＮ
ＤＥＸを参照し、
　－　仮想文書の場合には、得られた仮想文書ＤＯＣｖによって指し示される割付けＬＹ
と、項目ＰＡとの要求をデータベース３内で行い、前記要求によって返される項目ＰＡお
よび前記要求によって返される割付けＬＹを含む電子形式の文書ＤＯＣを生成し、
　－　ＰＤＦ形式の予め完成された文書の場合には、前記ＰＤＦ形式の予め完成された文
書ＤＯＣPDFの可変フィールドの値を記入し、電子形式の完成された文書を生成する
ことができる、生成するためのモジュールとを備える、少なくとも１つの文書の自動生成
のためのシステム、特にデータサーバ２に関する。
【０１１１】
　有利には、生成するためのシステムは、上記で提示された生成するための方法に関連さ
れるものと同じ利点から利益を得る。
【０１１２】
　有利には、本発明に係るシステムのおかげで、生成されることになる文書の要素（割付
け、項目）の内容および値は、前記要素の関連付け論理（仮想文書）から分離される。そ
のような分離は、生成するためのモジュールのおかげで、文書を生成するための大きな柔



(17) JP 2018-505481 A 2018.2.22

10

20

軟性を提供することを可能にする。
【０１１３】
　さらには、各生成文脈が文書の要素（割付けおよび項目）のすべての定義を備える仮想
文書と関連付けられているならば、生成するためのモジュールによる要求の実装は速い。
言い換えると、静的インデックスのおかげで、生成されることになる文書の内容は、生成
文脈から直接決定される。そのような生成するためのシステムは、システムの処理時間そ
れ自体が最小化されるので、所望の文書を即座に得るユーザの待ち時間を制限する。
【０１１４】
　そのようなシステムは、多数の文書、特に、複数の管轄に対する委任状を同時に生成す
るために特に有利である。
【０１１５】
　また、本発明は、図４に図示されるものなどの、判定したコンピュータアーキテクチャ
に限定されない。データベース３の他に生成するためのモジュールは、分散方式であろう
となかろうと、同じユニット上であろうとなかろうと実装されることができる。さらには
、文書ＤＯＣの生成は、生成するためのモジュールが実装されるサーバ２で、もしくは通
信ネットワークの媒介によりサーバ２に接続されるリモートユニットのレベルで、または
その両方で行われることもできる。
【０１１６】
　上記記載のすべては例として与えられており、本発明を限定するものではない。
【０１１７】
　特に、本発明は、委任状の生成に、ましてや工業所有権の分野での委任状の生成に限定
されない。
【０１１８】
　その上、項目の内容およびそれらの割付け以外の情報が、１つ以上のパラメータによっ
て決定されることがあり得る。たとえば、委任状が存在するか否か、それを印刷するため
に使用されることになる紙、などに配慮が与えられてもよい。
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